































































































































































全体・秩序の再構築の語りを引き寄せる」と述べる。この議論を踏まえれば、 『忘却の河』は「藤代」という〈父〉が〈家族〉という「全体・秩序の再構築の語り」を行っていると言え 。 いうのも、 「藤代」は語り手のなかで唯一、手記形式で語るからだ 次の引用部は『忘却の河』第一章の冒頭である。
　
私がこれを書くのはこの部屋にいるからであり、ここにいて私




冒頭でも反復されており、物語終盤で改めて読者を「藤代」や彼の語る問題意識に重ねようとする修辞が施されている。この手記形式での語りを、単なる一人称として考えれば、他の人物の語りと差異はないしかし、語りの形式の問題ではなく 〈物語を書く〉という行為が物語に書き込まれていると考えれば、これは物語内容の問題な だ。 きには過去の出来事へ逡巡を交 ながらも解釈してゆく「藤代」は過去の出来事を配置し、共通す 主題 もと 物語と 構成する。 「私
がこれを書くのは～」から始まる「藤代」の書記行為の身振りと、その身振りによって語ろうとする「藤代」の半生への問いは不可分のものである。書こうと試みる「これ」＝〈物語〉こそが「藤代」の問いの答えとなっており、物語の完成（ 「藤代」が語る第一章、第七章が語り終わること）が問いの解明に重ねられる。そのため、 『忘却の河』というテクストを語り終わること（読者が読み終え ことと言っても良い）が、 「藤代」という人物を同定するための彼の「物語」の発見と重ねられる。　「藤代」が同定しようと試みるアイデンティティとは〈語る現在の自分自身〉である。本論一節で述べたよ 「藤代」の〈個人〉と 家族〉のアイデンティティが同時に確定される と 踏まえれば、語る現在の「藤代」自身とは、 「藤代」個人であ と同時に、語 現在において自身が構成している家族の世帯主＝〈父〉である だ。　この二重のアイデンティティの同定は、同時並行で行われるため、
単に「藤代」が個人的に自己の半生を 直すだけでは達成できない。複数の個人から成る〈家族〉のアイデン ティを同定す には、当然〈父〉だけではなく〈子〉など、そ 他の構成員同士での承認 必要だ。　「藤代」が自らのアイデンティティを同定しようとする語りを「物語」と称すことは、その 物語 を語る過程において他 登場人物たちを「藤代」の家族の構成員とし 承認し、一つ 秩序・物語の下に組み込もうとする「藤代」自身へのメタフィクショナルな言及 も解釈できる。　一見すると、複数人の登場人物が各章で語るためにポリフォニック
な構成のテクストのようであるが、その実、 『忘却の河』は 貫して「藤代」の「物語」のために登場人物を配置する。 「藤代」の家族たち
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〈愛〉が用いられるのだろうか。 『忘却の河』が発表されるまでの状況を確認しよう。福永武彦は『忘却の河』を発表するまで、いくつかの中・短編小説を発表したものの、長編小説は『草の花』 （新潮社・一九五四）のみで『忘却の河』を発表するまでの約一〇年間書 ず 苦心していた。 『忘却の河』発表まで 状況につ は首藤基澄が詳しく紹介 る
??。首藤によれば『草の花』は同時期に発表された三
島由紀夫『潮騒』の注目に追いやられる形 、あまり注目されなかった。福永武彦は「私の作品は大して注目されることも く、意気銷沈せざるを得なかった。という 後に述べるように私は殆ど背水 陣を布いてこの作品に取り組んだだからだが、しかしそ ためにもう一度陣形を立 直して次の作品に励んだということもあっ だろう」
??
















































地域外の私娼などが問題視さ 、環境浄化が進められる。この一連して一九四六年一一月一四日に関係各省の次官会議で「私娼 取り締まり並びに発生の防止及び保護対策」が決定。これを根拠に文部省は「純潔教育」を打ち出した。 「純潔教育」に関連する法令は敗戦によって荒廃した性道徳と男女共学に代表される戦後の男女関係の指針づくりを担って施行された。　
ここでは純潔教育と『愛と死をみつめて』のかかわりだけ確認して
おこう。結局のところ純潔教育は青少年の肉体的純潔を守ると う旧来の道徳教育と変わらなくなっ だが、純潔教育が用意 要因となった男女平等や男女共学などを背景にして、 「恋愛の自由」が到来する いう期待が戦後に高まる。恋愛の自由がもたら た状況の一つは一九五五年 石原慎太郎『太陽の季節』 、いわゆる〈太陽族ブーム〉が象徴的だ。恋愛論の変遷を考察した菅野聡美
??の言葉を借りれば、
一九五〇年代の〈太陽族ブーム〉のように、 とは「男と女が出会ってセックスすれば恋愛である、というように、恋愛 いう言葉は空疎なものになった」と言える。この直後に「空疎 なりすぎたために、わざわざ「純愛」など 銘打たなければな る」 菅野が述べるように、戦後に生じた〈恋愛〉の空疎化の状況を踏まえて




思われるかしら？どんな深い間柄なのだろうと、きっと思われてよ。でもいいわ。肉体的に結ばれていなくても 心は固く結ばれているの すもの。 （……）　
マージャンやパチンコ、やりたければやればいいじゃない。



































































イデンティティを獲得するという物語の構造に対し、先行研究の首藤のように「恋愛を原体験とした者の罪の意識が執拗に追求され」 、 「現実に足を踏まえた認識の主体 形成している」
??と解釈することも可






読むことは重要ではない。重要な はどのような〈物語 をテクストに読むか、そしてテクストにどのような〈物語〉を求めるかだ。　『愛と死をみつめて』のような〈純愛〉ブームが高度成長期の疲弊の裏側で生じた事象であるならば、 〈純愛〉 物語を虚構に見いだそうとする時代の精神状況との照応が『忘却 河』にも認められるだろう。 『忘却の河』の筋のように〈罪〉から 愛〉の物語へと読み替えためには、そのための論理的操作や状況・場面設定 どが必要であるが、一九六三年前後においてはその解釈変更 行える〈純愛〉という思潮 編成されていた。　また、 『忘却の河』が発表された一九六〇年前半は〈純愛〉ブーム
の時代であると同時 これまでアイデンティティの認識の枠組みとして機能した〈家〉 いう秩序の瓦解が顕著に小説に表出する時期でもあった。エディプス構造をベースにしているために、 「父」というイメージの稀薄化は秩序の超越的価値基準 瓦解に繋がる。そのため、江藤が『成熟と喪失』 取り上げたテクスト よう 〈家〉 崩壊と直面によって葛藤が生じる。そして他方で『忘却 河』 ように秩序の再構成が試みられ のだ。









に根をおいた共感はそれだけ深い（傍点原文） 」 、 「人間の力によっ
て解決しなければならない社会的な不合理の犠牲者たちに、おなじような運命の甘受と献身への憧憬を与えるとしたら、それは美しくとも危険だ」と述べるように 不幸や障害、葛藤を乗り越えるこ で生じる〈純愛〉は当事者をはじめ、それ 消費する読者の情動に強く作用する。　
しかし、 〈純愛〉は論理的にまず乗り越えられるべき不幸や障害を必




語に示される登場人物の身振りは同時代のロマンティック・ラブ・イデオロギーの形成の一翼 担うこ を検討しなければ らない。　『忘却の河』というテクストは、一九六〇年代の現代的な恋愛である
〈純愛〉という想像力を援用したロマンティックな修辞によって、過






　『忘却の河』は〈純愛〉という枠組みを用いてアイデンティティ確立を試みる語りとその問題を示す。それゆえ、高度成長期から現代におけるアイデンティティをめぐ 問題 検討する際に重要 テクストなのであ 。
ừ஫Ử1　
初出
　「忘却の河」 ・ 『文藝』三月号・一九六三。 「煙塵」 ・ 『文学界』八












かれている。福永武彦の死後に刊行された全集の帯文も「孤独と愛と死と藝術を凝視しつづけた福永作品の全貌」と書かれているように「 （恋）愛」 、「孤独」 、 「死」というロマンティックな用語で語られることの多い作家であった。?　
栗坪芳樹「作品論






































































を含んで『忘却の河』で表象されるに至るまでの〈結核〉の変遷は拙論「結核、その〈出来事〉以後：福永武彦『忘却の河』を視座とした結核表象の変遷」 （ 『文学研究論集』四六号 明治大学大学院・二〇一六）を参照さたい。??　
敗戦直後の性風俗是正に向けた詳しい動向については小山静子ら編『セ
クシュアリティの戦後史』 （京都大学学術出版会・二〇一四） 、純潔教育と文学テクストの関わりについては藤井淑禎『純愛の精神史』 （新潮選書・一九九四）を参照した。??　
菅野聡美『消費される恋愛論』 ・青弓社ライブラリー・二〇〇一。









学」 （ 『盲目と洞察』 ・月曜社・二〇一二）が挙げられる。
















於・岩手県立大学）での口頭発表に基づいている。あらためて、発表の際にご指摘・ご意見をくだ っ 方々に感謝を申 上げます。
